
 

知的障害の状況や程度に応じた指導の在り方事業 研究成果報告資料 

 

  

知的障害の状況や程度に応じた指導の

在り方について 

  

 

  

 

 

 

 

令和７年３月 

東京都教育委員会 

 



   
教育庁指導部特別支援教育指導課 

                           
 

- 1 - 

 

はじめに 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅰ 知的障害特別支援学校の小・中学部における各教科等の

指導について 
 

 

   本事業の研究指定校における、教科別の指導と各教科等を合わせた指導それぞれの指導内容や授

業時数の設定の状況を確認したところ、以下のことが分かりました。 

 ・ 教育課程は学校の実情や在籍する児童・生徒の実態、周辺環境等を踏まえ、校長が編成します。

そのため、各教科等の配当時数は学校により異なりますが、一方で各教科等の配当時数の設定の根

拠を明らかにできていない現状があります。 

 ・ 各教科等の配当時数の根拠となる年間指導計画の作成は組織的に行う必要がありますが、教科会

の活用や組織的に行うカリキュラム・マネジメントに関しては学校ごとに課題があります。 

 ・ 教科別の指導と各教科等を合わせた指導それぞれの指導内容や授業時数の関係について、※意識

して検討できている場合と、内容の整理が十分でない場合があります。 

                        ※校内で検討が深まっていない場合があります。 

 

 

知的障害特別支援学校における、各教科等の内容の扱い方や設定する授業時数の根拠を明らかに

しながら、教科別の指導と各教科等を合わせた指導の関係や考え方を整理する必要があります。さ

らに、各教科等を合わせた指導については、カリキュラム・マネジメントの考え方に基づき、設定

の理由を明らかにしながら単元を構成するための方法を示す必要があります。 

 

 

 

知的障害特別支援学校の小・中学部については、学習指導要領において年間の総授業時数の標準

が定められている一方で、各教科等の配当時数においては学校間で差がみられる状況にあります。 

また、普通学級における自立活動については、各教科等を合わせた指導の中で取り扱うことが効

果的であると整理しています。 

同じ義務教育段階である小・中学校において、教科等ごとの年間の授業時数の標準が規定されて

いることを踏まえると、知的障害特別支援学校においても、各教科等の授業時数の設定の根拠を明

らかにしながら教育課程を編成する必要があります。また、普通学級における自立活動の指導の在

り方についても検討が必要です。 

そこで、本研究では、知的障害特別支援学校の小・中学部の教科指導と各教科等を合わせた指導

の関係や考え方について、研究指定校の事例を元に整理し、知的障害の状況や程度に応じた指導の

在り方をまとめることとしました。 

１ 現状 

２ 課題 
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Ⅱ 知的障害特別支援学校の小・中学部における教育課程の

適切な編成について 

 
各教科等を合わせた指導は、学校教育法施行規則第 130 条第２項において、以下のように示され

ています。 

「知的障害者である児童若しくは生徒又は複数の種類の障害を併せ有する児童若しくは生徒を

教育する場合において特に必要があるときは、各教科、道徳科、外国語活動、特別活動及び自立活

動の全部又は一部について、合わせて授業を行うことができる」 

 つまり、児童・生徒の実態に応じて指導内容や指導方法を工夫して、教科別の指導で学ぶこ

とができる場合は、教科別の指導を行うことが基本となります。一方、各教科等を合わせた指

導の形態の方が児童・生徒が学びやすい内容があるとしたら、これは、「特に必要がある」とい

うことになるため、生活単元学習等の中で取り扱うことが適当ということになります。 

   このことから、本研究では、 

教科別の指導として時間を設け 

て行うことの少なかった小学部 

「生活」、中学部「社会」「理科」 

の指導に焦点を当て、研究を行 

いました。 

 
 

 
 

    研究指定校の小学部６学年の生活単元学習の年間指導計画において、教科「生活」の各内容がど

のように取り扱われているかを分析したところ、以下のように整理することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活単元学習であまり扱われていないとされる、「サ 生命・自然」「シ ものの仕組みと働き」は、

中学部の「理科」につながる内容です。また、「コ 社会の仕組みと公共施設」は「社会」につながる内

容です。中学部の指導にスムーズにつなげることを考えると、コ、サ、シの内容も丁寧に取り扱う必要

があります。しかし、既存の生活単元学習の「単元」の中では扱うことが難しい内容であったことから、

コ、サ、シを「生活」の時間で扱うこととし、年間指導計画を作成しました。 

２ 教科別の指導「生活」の設定と授業時数の配当について 

１ 教科別の指導と「各教科等を合わせた指導」の関連 

 

 

あまり扱われていない 

多くの単元で取り扱っている 

(算数は教科別の指導で扱っている) 

日常生活の指導や社会性の

学習の中で取り扱っている 

指
定
校
Å 

指
定
校
Ｂ 

 

このような分析を行うなどして、 

指導計画を立案し、適切な時数を 

配当して指導を行うことが重要です。 

 
例：取扱いの頻度 ◎：かなり多い、〇：多い、△：少ない、×：ほとんど扱われていない 

各教科と、各教科等を合わせた指導との関係を整理する際の考え方の例 
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【「生活」の年間指導計画の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 「生活」のコ、サ、シの内容を中心とした年間指導計画に沿って指導を行った結果、指定校からは、

指導を焦点化したことにより児童が学びやすく、教員が指導しやすいという報告を得ました。 

（具体的な事例は５～９ページに掲載） 

また、各指定校での実践から、年間 35単位時間を目安として、教科別の指導として取り扱

うことにより、指導内容を意識して、効果的に指導を行うようになることが分かりまし

た。 

 

 

中学部の「社会」「理科」も、「生活」と同様に、既存の各教科等を合わせた指導の枠組みの中では扱

うことが難しい内容がありました。そこで、指定校による実践及び検討の結果、考え方を以下の２つに

整理しました。 

◇学習指導要領のすべての内容を教科別の指導で扱う場合    

  →「社会」「理科」それぞれ年間 35単位時間程度設定する 

◇学習指導要領の内容を、教科別の指導で扱う内容と、各教科等を合わせた指導で扱う内容に整理し

て指導する場合    

 →「社会」「理科」それぞれ年間 17（18）単位時間程度設定するとともに、各教科等を合わせ

た指導で学ぶ方が学びやすい内容については生活単元学習等において扱う 

  この場合、「社会」「理科」の内容を、教科別の指導で扱う内容と、各教科等を合わせた指導で扱 

う内容に整理することが大切です。 
 

 

 

３ 教科別の指導「社会」「理科」の設定と授業時数の配当について 
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Ⅲ 事例 
研究指定校において小学部「生活」、中学部「社会」「理科」を教科別の指導として指導を行った 

事例等を紹介します。 

 

 

６年生の年間指導計画（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 教科「生活」の事例① 

 

【第２時】 

目標：風はどこから吹いてくるかを知る 

内容：風車づくり（作った風車を使い、風が吹いてくる

方向を知る 

 

児童の様子 

風車づくり：画用紙にはさみで切れ込みを入れ、ストロ

ーを刺し回るようにする 

→風車は見たことのある児童も多く、早く回してみたい

気持ちから意欲的に活動していた。 

  風車の体験 屋上にて自作の風車を回す。 

  →風を捉えて上手に回す児童もいれば、吹いてくる

風で回らないと風車を持って走りだし、自から風を起こ

している児童もいた。 

○児童の様子等 

 

風車の体験では、「こっちから風が吹い

ている」「風が強い」「風車が回った」

等、風に関する発言が多く出ていた。普

段から身近にある風であるが、目に見え

ないため意識することも少ないが、この

体験を経ることにより風について関心が

深まったようである。 

 

単元「風について知ろう」の事例 

 

・ねらい 

風の力で物は動くことを知り、自分でも実際に体験する。 

・学習指導要領上の位置付け 

３段階 シものの仕組みと働き 

 （ア）日常生活の中で、ものの仕組みや働きが分かり、それら

を表現すること。 

 （イ）ものの仕組みや働きに関して関心をもって調べること。 

・単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ねらい 活動内容 

第１時 「風」について知る 
・NHKforschool を使って「風」に

ついて知る 

第２時 
風はどこから吹い

ているかを知る 

・風車づくり 

第３時 
・作った風車を使い、風が吹いてく

る方向を知る 

第４時 
風の力を体験する 

・凧づくり 

第５時 ・風の力で凧をあげる 

第６時 学習のまとめ 
・パワーポイント等を見て学習を振

り返る 
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５年生の年間指導計画（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部 教科「生活」の事例② 

 

単元「学校の周りの地図を作ろう」の事例 

・ねらい 

 ・公共施設の名称と役割を理解する。 

 ・消防署や郵便局等の身近な公共施設に気付き、名称

等を伝えようとしている。 

 ・公共施設に関心をもち、意欲や自信をもって取り組

もうとしている。 

・学習指導要領上の位置付け 

【コ 社会の仕組みと公共施設】 

小学部２・３段階 コ（ア）（イ） 

・単元計画 

１：公共施設について知る 

２：学校周辺の探検、写真撮影 

３：地図作り、まとめ 

第１時 

目標：公共施設の名称や役割を知る。 

   学校周辺の地図を作成することを知る。 

 

内容：クイズ形式で公共施設の役割や学校の周りの

地図を作成することを知る。 

 

児童の様子： 

・イラストや緊急車両の効果音に注目し、「これは何

のサイレンかな」など、考えたことを発言していた。 

・「学校の近くにも駅があるね」と身近な地域と結び

付けていた。 

・「地図作りたい！」「ここの写真を撮るんだね」など

の発言があり、学習に意欲的に取り組んでいた。 

○児童の様子等 

・地図を作成する活動では「やりたい！」「つくり

たい！」などの発言があり、学習に意欲的に取

り組む様子が見られた。 

・地図の作成では、「消防署に行った！」「郵便局

にはくまがいたね！」など、自分たちが経験した

様子を思い出しながら、すすんで写真を貼る様

子が見られた。 

・公共施設の役割について知ったり、実際に写

真を撮影して地図を作成したりすることで、身

近な地域に公共施設があることを意識すること

ができていた。 
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１年生の年間指導計画（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 「社会」の事例 

 

第２時 

 

目標：災害と関係機関との関わりについて知る 

 

内容：消火器を見つけよう 

消防署や警察署の役割について知る 

 

生徒の様子 

消火器探し： 

校内図を見ながら歩き、消火器を見つけたとこ 

ろにシールを貼る 

→初めは教員と一緒に見つけていたが、次第に

生徒が率先して見つけるようになった。 

消防署・警察署の役割： 

それぞれの映像を見ながら役割について知る。 

 →クイズ形式で学習を進めたので、積極的に

考えたり答えたりしていた。 

○生徒の様子等 

 

校内を歩いているときにこれまでは特に反

応はなかったが、消火器探しの学習の後、

は消火器を見つけ「消火器があった」「火事

のときにつかうものだ」との発言があっ

た。 

 校外での活動中に、学校近くの消防署を

通った際、「火を消してくれるところ」との

発言があった。 

 

 

 

単元「災害や事故に備えよう」の事例 

・ねらい 

 地域の安全を守るため、関係機関が地域の人と協力している

ことが分かる。 

・学習指導要領上の位置付け 

〔社会〕〇１段階 ウ地域の安全 

 （ア）㋐㋑ 

・単元計画 

 

 

 

 

 

 

 ねらい 活動内容 

第１時 災害（火事）に

ついて知る 

・「社会」にはどのような人がいるか 

・災害（火事）が起きたらどうするか 

・助け合う（共助）→バケツ 

リレー 

第２時 災害と関係機 

関との関わり 

について知る 

・消火器を見つけよう 

・消防署や警察署の役割について知る 
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２年生の年間指導計画（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 「理科」の事例 

 

第３時 

目標：水は土の粒の大きさでしみ込み方が違うこと

を知り、表現する。 

内容：「砂場の砂」「畑の土」「水たまりの土」での水の

しみ込み方を実験し、土の粒の大きさと水のしみ込

む速度について考えた。 

１ 予想（個人） 

・３種類の土のしみ込む順番としみ込み方について

予想。「Microsoft Forms」を活用し全体で共有。 

２ 実験（班ごと） 

・３種類の土について、しみ込むまでの時間（速さ）を

観察、計測。結果は各自のタブレット端末に記録。 

３ 結果の考察と発表（班ごと・全体） 

・しみ込む速さと土の粒の大きさを考え、粒が大き

いと早く水がしみ込むことを発表。 

生徒の様子：予想の段階では根拠は説明できず「な

んとなく」選択していたが、実験後は粒の大きさから

説明することができていた。 

○生徒の様子等 

日頃土に関心をもつことがない生徒たちにとっ

て、本単元は改めて土の粒の大きさや色、さわり

心地などに注目する機会となり、障害が重度な生

徒にとっても体験を通して学ぶことができた。 

しみ込み方について、予想の段階では「なんとな

く」選択した生徒もいたが、実験を通して確かめ、

理解が深まった様子であった。まとめの中で、水た

まりができている場所やその土の特徴を発表する

生徒もいた。 

障害の状況により、実験前の予想ではイメージ

がもちにくく選択できなかった生徒にとっても、

実験を行うことで主体的に観察をしたり、結果を

発表したりしていた。 

授業の最後で台風による洪水の被害と関連づけ

ながら説明をした。自然現象と自分の生活とを結

び付けて考え、興味をもって話を聞く様子が見ら

れた。 

単元「雨水の行方と地面の様子」の事例 

１ ねらい 

(1)水は高い場所から低い場所へと流れて集まること、水のし

み込み方は土の粒の大きさによって違いがあることを知る。  

(2)雨水の流れやしみ込み方について、地面の傾きや土の粒の

大きさに着目して、これまでの学習内容や生活経験から予想し

表現する。 

２ 学習指導要領上の位置付け 

 中学部理科「Ｂ地球・自然」2段階「ア 雨水の行方と地面の様

子」をもとに計画した。 

３ 単元計画（５時間扱い） 

第 1時：雨のでき方や大気と地表との循環 

第 2時：水の流れ（高いところから低いところへ） 

第 3時・4時：水のしみ込み方と粒の大きさ 

第5時：単元のまとめと日常の生活のつながり 
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研究指定校が、校内研究において組織的なカリキュラム・マネジメントについて取り組みました。その実践を紹

介します。 

 
■研究内容 
カリキュラム・マネジメントの視点から、教科別の指導、各教科等を合わせた指導、自立活動、特別
活動等の関連を検討、整理した年間指導計画と単元配列表を作成し、実施・評価・改善を行う仕
組みを確立する。担当者が変わっても教える内容が標準化・共通化されることを目指し、学校全体と
して組織的かつ計画的に教育活動の質の維持・向上を図る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
■「カリキュラム・マネジメント」推進の 4 つの重点 
文部科学省が示すカリキュラムマネジメントの３つの側面を基にして、校内の研究におけるカリキュラ

ム・マネジメントの推進における重点を、以下の4点とする。 

 

 

 

 

 上記の内容を踏まえ、以下の方法で 3年にわたり研究を進めた。 

 

■研究方法 

①系統性及び関連性のある単元配列表の検討 

・単元配列表の構築 

・単元の系統性や順序性、および教科間の 

 繋がりの検討 

 

② 計画、評価、改善のシステムの構築 

・単元の指導計画の蓄積 

・児童・生徒の実態に応じて３観点で評価 

し、個別指導計画との関連を確認 

 

③学習内容の取扱いの検討 

・単元網羅表の作成 

・年間指導計画の妥当性の検討および 

 効果的な指導形態の検討 

 

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと 

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと  

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な環境整備と社会資源活用を推進しその改善を図っていくこと 

④個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげていくよう工夫すること 

研究目的（3年間） 

・学習内容を明確にした単元配列表の構築 

・単元配列表⇒年間指導計画⇒単元の指導計画の作成及び教育課程におけるＰＤＣＡサイクルの確立 

・単元の指導計画の蓄積、3観点を踏まえた学習評価の実施のシステム化 

単元配列表 

年間指導計画 

単元の指導計画 

授業 

個
別
指
導
計
画  評価 

評価 

評価 

評価 

評価 

￥ 

改善 

評価基準 

学校教育目標 

教育基本法・学校教育法 

改善 

単元の学習計画

の蓄積 

単元網羅表

の活用 
特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領 

校内で取組むカリキュラム・マネジメントの流れ 

組織的に取り組むカリキュラム・マネジメントの実践例 



   
教育庁指導部特別支援教育指導課 
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■研究計画 

 ３年にわたり、上記の研究方法の①②③に取り組んだ。単元配列表を構築し、単元配列

表から年間指導計画、単元の学習計画を作成し、指導を実施し、観点別学習状況の評価を

行う一連のサイクルを検証し、校内システムを確立した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元配列表、単元網羅表、年間指導計画、個別指導計画を学校全体で組織的、計画的に

作成した。そしてこれらのツールを活用して、計画、実施、評価、改善を図る取組に全教

員が関わることで、学校全体で「カリキュラム・マネジメント」を推進できた。 

教科部会 

単元の指導内容の確認 

①教科：学習指導要領内容表と本校 

での実践（単元）の対応の確認 

②各教科等を合わせた指導： 

教科との関連性・単元の系統性の検証 

教科部会 

単元配列表の作成 

①教科：学習指導要領内容表を基に

作成した単元配列表と本校での実践

(単元）の対応と照合、単元の系統

性の検討 

②各教科等を合わせた指導： 

教科との関連性 

単元の系統性  

学年研究会 

国語・算数、国語・数学、 

生活単元学習、単元計画の蓄積 

①単元の学習計画 

②評価 

③改善・教科間の繋がりの検証 

学年研究会 

学年の教科配列表 

①教科横断的な視点での検討 

②教科別の指導と各教科等を合

わせた指導の関連性 

1

年

目 

単
元
の
指
導
内
容
の
確
認 

単

元

配

列

表

の

構

築 

学年研究会 

教科的見方・考え方のエピソード蓄積 

生活・理科・社会 

①教科的見方・考え方の習得ができたと

評価できるエピソードを 3観点の評価基準 

としてまとめる 

②効果的な指導形態の検証 

教科として扱う内容の妥当性の検討 

各教科等を合わせた指導 

①各教科等を合わせた指導 

生活・理科・社会を扱う内容に繋がる 

単元について、エピソードの蓄積 

教科部会 
各教科の年間指導計画の 

妥当性の検証 
各教科の年間指導計画の妥当性の 

検証 

①各学年・各教科の授業の実施に
おいて 

年間指導計画の内容・時期・時数
等が妥当かどうか、記録する 

→教科部会で共有 

→シラバスの見直し 

→R7年間指導計画 に反映 

効果的な指導形態の検証 

→単元網羅表の作成 

２

年

目 

３

年

目 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た

授
業
改
善
シ
ス
テ
ム
の
確
立 


